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博物館休館日カレンダー
2023年 ４月

休館日※情報はR5.3.20現在
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令和５年４月１日

　3月12日（日）、文化遺産ボランティア（豊み
隊！）の最終例会が行われました。年間活動を
総括し、課題や展望について意見交換しました。
自由討議では自作のガイド資料のお披露目も
行われ、充実したまとめの会となりました。

　3月1日（水）、九州国立博物館で曼陀羅寺
（勝山大久保）所蔵の仏画「当麻曼荼羅図」の
立会検査が行われました。傷みが激しい本仏
画は、2年がかりで保存修理しますが、年度末
を迎え、初年次工程を竣工確認したものです。

博
物
館
で「
楽
習
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で

す
。以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物
館

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
！

★
博
物
館
友
の
会

　
バ
ス
ハ
イ
ク
・歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー
ク

　
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き

　
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
豊
み
隊
！
）養
成
講
座

　
町
の
宝
を
三
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
＝
①

　
ガ
イ
ド
（
案
内
）②
ガ
ー
ド
（
管
理
）③

　
ワ
ー
ク
（
調
査
）で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス

　
タ
ッ
フ
を
募
集
・養
成
す
る
講
座
で
す
。

★
博
物
館
歴
史
講
座

　
館
や
町
内
外
の
文
化
遺
産
を
題
材
に
、

　
町
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
ま
す
。

　
４
教
室
あ
り
ま
す
が
、掛
け
持
ち
や
お

　
試
し
も
可
能
で
す（
詳
細
下
記
）。

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

４
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

４
月
１
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

４
月
15
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

４
月
22
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

４
月
29
日
（
土
）
10
時
〜

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▲博物館職員も立会ってクリーニングや補強の成果を確認しました▲会では年間の取組について気軽な意見交換が行われました

３月の業務日誌から

　
博
物
館
で
は
新
年
度
か
ら
の
歴
史
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

歴
史
講
座
に
は「
漢
詩
紀
行
講
座
」

「
古
典
か
な
講
座
」「
古
文
書
講
座
」

「
み
や
こ
学
講
座
」の
各
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽

に
博
物
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

（
継
続
し
て
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
の

申
込
み
は
不
要
で
す
）。

　
な
お
、
各
講
座
で
は
毎
回
、
資
料
代

と
し
て
２
０
０
円
が
必
要
で
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

講
座
内
容
の
ご
紹
介

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

●
講
師　
宮
原 

加
代
子 

先
生

●
内
容　
郷
土
の
先
人
の
漢
詩
を
主
に
、

　
唐
詩
な
ど
も
鑑
賞
し
ま
す
。
あ
わ
せ

　
て
漢
詩
の
基
礎
も
学
び
ま
す
の
で
、

　
初
心
者
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

　
　
辞
書
・
筆
記
用
具
を
ご
持
参
下
さ
い
。

●
実
施
日　
毎
月
第
１
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

●
講
師　
宮
原 
加
代
子 
先
生

●
内
容　
美
し
い
日
本
の
こ
と
ば
や
風

　
習
を
、
古
典
文
学
の
中
に
求
め
、
鑑

　
賞
と
手
習
い
を
し
ま
す
。
初
め
て
の

　
方
も
歓
迎
で
す
。

　
　
筆
記
用
具
・
用
紙
な
ど
を
ご
持
参

　
下
さ
い
。

●
実
施
日　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

令
和
５
年
度 

博
物
館
歴
史
講
座 

受
講
生
募
集
！

令
和
５
年
度 

博
物
館
歴
史
講
座 

受
講
生
募
集
！

歴
史
を
学
ぼ
う
！ 

文
化
に
触
れ
よ
う
！

歴
史
を
学
ぼ
う
！ 

文
化
に
触
れ
よ
う
！

【
古
文
書
講
座
】

●
講
師　
川
本 

英
紀 

先
生

●
内
容　
江
戸
時
代
の
人
が
「
く
ず
し

　
字
」
で
書
い
た
手
紙
や
日
記
な
ど
を

　
解
読
し
ま
す
。
特
に
み
や
こ
町
に
関

　
わ
る
古
文
書
を
歴
史
的
な
背
景
に
つ

　
い
て
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
読
み
進

　
め
ま
す
。

●
実
施
日　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

●
講
師　
当
館
学
芸
員

●
内
容　
「
み
や
こ
町
と
周
辺
の
自
然

　
と
文
化
遺
産
」
を
テ
ー
マ
に
、
ゆ
か
り

　
の
話
題
を
交
え
関
連
学
習
を
進
め
ま
す
。

　
　
郷
土
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
は

　
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
現
地
（
遺
跡
や
ゆ

　
か
り
の
地
な
ど
）
を
歩
き
・
見
て
・
触

　
れ
る
体
験
型
学
習
も
行
い
ま
す
。

●
実
施
日　
毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

＊
見
学
会
等
は
開
催
の
都
度
連
絡
し
ま
す
。

▲参考：みやこ学講座における現地学習の様子
　（写真は学習テーマに因む史跡・神楽城を遠望する様子）
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

吉
田
増
蔵（
そ
の
十
一
）

よ
し

だ

ま
す

ぞ
う

吉
田
兄
弟
の
功
績
① 156

元号「昭和」発表後の１シーン

現在の上皇陛下の「称号・名前」が決定した場面

完成したみやこ町の先人顕彰マンガ 「吉田兄弟物語」

先
人
顕
彰
マ
ン
ガ
「
吉
田
兄
弟
物
語
」

　

み
や
こ
町
は
、
令
和
４
年
度
、Ｂ
＆

Ｇ
財
団
の
「
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
偉
人

マ
ン
ガ
の
製
作
と
活
用
事
業
」
の
助
成

に
よ
り
先
人
の
顕
彰
マ
ン
ガ
を
製
作
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
た
め

に
貢
献
し
た
人
物
や
、
教
科
書
に
は
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
郷
土
ゆ
か
り
の
先
人

を
対
象
に
マ
ン
ガ
の
製
作
を
行
い
、
こ

れ
を
活
用
し
た
郷
土
学
習
を
通
し
て
、

地
域
の
次
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
に
、

郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
み
や
こ
町
で
は
現
在
、
夏
目

漱
石
の
門
下
で
、
彼
の
小
説
「
三
四

郎
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
小
宮
豊
隆
を

は
じ
め
、
10
名
の
先
人
を
対
象

に
顕
彰
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
中
に
は
、

各
々
異
な
る
分
野
で
功
績
を
残

し
た
吉
田
増
蔵
、
健
作
兄
弟
が

名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
マ

ン
ガ
製
作
に
あ
た
り
、
こ
の
兄

弟
を
そ
の
対
象
人
物
と
し
て
、
二
人
の

異
な
る
人
生
や
功
績
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
完
成
し
た
マ
ン
ガ
を
通
し
て
、

こ
の
兄
弟
の
生
涯
や
功
績
に
つ
い
て
、

改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

16
年
目
の
「
昭
和
の
日
」

　

４
月
29
日
は
「
昭
和
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）

か
ら
昭
和
63
年（
１
９
８
８
）ま
で「
天

皇
誕
生
日
」、
昭
和
天
皇
崩
御
後
の
平

成
元
年
（
１
９
８
９
）
か
ら
旧
３
町
が

合
併
し
、
み
や
こ
町
が
発
足
し
た
平
成

18
年
（
２
０
０
６
）
年
ま
で
「
み
ど
り

の
日
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
翌
年
に
施
行

さ
れ
た
「
改
正
祝

日
法
」
に
よ
り
、

昭
和
天
皇
の
誕
生

日
で
あ
る
同
日
が

「
昭
和
の
日
」
と

し
て
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
趣
旨

と
し
て
「
激
動
の
日
々
を
経
て
、
復
興

を
遂
げ
た
昭
和
の
時
代
を
顧
み
国
の
将

来
に
思
い
を
い
た
す
」
と
あ
り
、
こ
の

「
昭
和
」
と
い
う
時
代
を
的
確
に
表
現

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
代
を
超
え
た
「
昭
和
レ
ト
ロ
」
ブ
ー
ム

　

元
号
で
そ
の
時
代
を
表
現
し
た
言
葉

に
「
大
正
モ
ダ
ン
」、「
昭
和
レ
ト
ロ
」
が

あ
り
ま
す
。
一
昨
年
、
10
代
か
ら
20
代

の
若
い
人
々
を
対
象
に
行
っ
た
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
ワ
ー
ド
」
調
査
の

結
果
、
こ
の
「
昭
和
レ
ト
ロ
」
と
い
う

言
葉
が
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
若
者
を
中
心
に
、

昭
和
の
歌
謡
曲
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
動

画
や
「
レ
ト
ロ
自
販
機
」
を
巡
る
動
画

な
ど
「
昭
和
」
に
関
連
し
た
動
画
の
増

加
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
「
昭

和
」
改
元
か
ら
97
年
、
そ
の
終
焉
か
ら

34
年
を
迎
え
ま
す
が
「
昭
和
」
を
知
ら

な
い
多
く
の
若
者
が
、
親
世
代
を
超
え
、

祖
父
母
世
代
の
「
ア
ナ
ロ
グ
文
化
」
を

楽
し
ん
で
い
る
姿
を
み
る
と
、「
昭

和
」
へ
の
「
憧
れ
」
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
元
号
「
昭
和
」
を
考
案
し
た
人

物
は
、み
や
こ
町
勝
山
上
田
出
身
の「
吉

田
増
蔵
」
で
す
。
彼
は
森
鷗
外
に
漢
学

の
才
能
を
見
込
ま
れ
、
元
号
考
案
に
賭

け
る
情
熱
を
託
さ
れ
た
唯
一
の
人
物
で

す
。
ま
た
現
在
の
上
皇
陛
下
の「
称
号
・

名
前
」
の
考
案
や
多
数
の
詔
勅
な
ど
、

昭
和
天
皇
即
位
後
の
皇
室
に
深
く
関

わ
っ
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
は
世
界
で
唯
一
の
元
号

使
用
国
で
す
。
そ

し
て
元
号
「
昭

和
」
は
、
世
界
で

最
も
長
く
続
い
た

元
号
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

若
者
を
中
心
に
広

が
り
を
見
せ
て
い

る
「
昭
和
レ
ト
ロ

ブ
ー
ム
」
の
中
、

改
め
て
「
昭
和
の

原
点
は
み
や
こ

町
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
す
る

絶
好
の
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
で
見
る
増
蔵
の
生
涯

　

吉
田
増
蔵
の
生
涯
や
功
績
に
つ
い
て

は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
通
じ
て
10
回
に

わ
た
っ
て
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
を
も
と
に
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、

さ
ら
に
マ
ン
ガ
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
が
こ
の
当
時
、
皇
室
の
中
枢
で
重
要

な
職
務
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
完
成
し
た
こ
の
マ
ン
ガ
を
町
内

の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
配
布
し
、

こ
の
町
の
先
人
が
国
に
尽
く
す
た
め
壮

絶
な
努
力
を
重
ね
る
姿
や
、
困
難
を
乗

り
越
え
大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
と

き
の
感
動
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
み
や

こ
町
出
身
の
人
物
が
活
躍
し
た
こ
と
を

誇
り
に
思
う
児
童
生
徒
の「
郷
土
愛
」を

育
む
教
材
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
井
上
信
隆
）

こ　

み
や

よ
し　

だ　

ま
す
ぞ
う

け
ん　

さ
く
き
ょ
う
だ
い

と
よ  

た
か

ほ
う 

ぎ
ょ

し
ゅ
し

か
え
り

め
ぐ

か　
よ
う

し
ゅ
う
え
ん

む
か

あ
こ
が

も
り 

お
う 

が
い

か

た
く

し
ょ
う
ち
ょ
く

ち
ゅ
う
す
う

た
ず
さ

と

ほ
こ


